
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

（

県

例

規

集

登

載

）

【

人

事

委

員

会

】

担

当

課

（

室

）

○

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

及

び

休

暇

に

関

す

る

人

事

委

員

会

目

次

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

【

公

安

委

員

会

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

に

係

る

事

項

の

変

更

○

岡

山

県

放

置

違

反

金

の

納

付

命

令

及

び

徴

収

等

交

通

指

導

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

の

辞

退

（

県

例

規

集

登

載

）

○

土

地

改

良

事

業

の

施

行

認

可

耕

地

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

地

域

適

応

優

良

品

種

の

選

定

等

農

産

課

○

土

地

改

良

区

の

定

款

変

更

の

認

可

耕

地

課

○

県

営

土

地

改

良

事

業

換

地

計

画

の

縦

覧

〃

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

企

業

局

職

員

就

業

規

則

の

一

部

を

改

正

総

務

企

画

課

す

る

規

程

岡

山

県

公

報

令和２年１２月１８日 第１２２５４号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関

名

称

変
更
事
項

変
更
前

変
更
後

変
更
年
月
日

富
田
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
機
関
の
所
在
地

倉
敷
市
玉
島
道
口
九
七

一

倉
敷
市
玉
島
道
口
七
八

一

令
和
二
年
五
月
一
日

－
－

令和２年１２月１８日　岡山県公報　第１２２５４号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
九
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

た
な
か
歯
科
・
内
科

井
原
市
下
出
部
町
一

三
三

四

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日

－
－

令和２年１２月１８日　岡山県公報　第１２２５４号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
五
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
規

土
地
改
良
事
業
の
施
行
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
事
業
を
行
う
者
の
名
称

足
守
土
地
改
良
区

二

地
区
名
及
び
工
種

地
区
名

工

種

上
土
田
水
路

小
規
模
土
地
改
良
（
か
ん
が
い
排
水
）
事
業

三

認
可
年
月
日

令
和
二
年
十
一
月
五
日

令和２年１２月１８日　岡山県公報　第１２２５４号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
五
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

、

、

、

、

新
見
市
新
見
字
竜
頭
二
一
八
一
の
一

二
一
八
二

二
一
八
三

字
愛
宕
山
二
三
四
三
の
第
六
九

二
三
四
三
の
第
七
一
か
ら
二
三
四
三
の
第
七
七
ま
で
、
二
三
四
三
の
八
七
か
ら
二
三
四
三
の
一
一
〇

ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
竜
頭
二
一
八
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新

「

見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和２年１２月１８日　岡山県公報　第１２２５４号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
五
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹
字
神
ノ
フ
ロ
一
一
一
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
神
ノ
フ
ロ
一
一
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高

「

梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和２年１２月１８日　岡山県公報　第１２２５４号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

岡
山
吉
井
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
三
～

赤
磐
市
町
苅
田
字
西
脇
二
九
〇
番
二
地
先
か
ら

赤
磐
市
町
苅
田
字
才
ノ
元
三
一
八
番
二
地
先
ま

新

一
四
七
・
〇

一
二
・
〇

で

七
・
三
～

赤
磐
市
町
苅
田
字
西
脇
二
九
〇
番
二
地
先
か
ら

赤
磐
市
町
苅
田
字
才
ノ
元
三
一
八
番
二
地
先
ま

旧

一
四
七
・
〇

一
〇
・
〇

で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

神
代
勝
山
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

令和２年１２月１８日　岡山県公報　第１２２５４号



新

一
四
〇
・
〇

真
庭
市
本
郷
字
杉
ケ
乢
四
一
七
番
地
先
か
ら

一
〇
・
七
～

真
庭
市
本
郷
字
昼
馬
場
四
七
二
番
一
地
先
ま
で

四
〇
・
〇

旧

一
四
〇
・
〇

真
庭
市
本
郷
字
杉
ケ
乢
四
一
七
番
地
先
か
ら

三
・
五
～

真
庭
市
本
郷
字
昼
馬
場
四
七
二
番
一
地
先
ま
で

二
七
・
四

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

一
八
一
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

二
七
・
六
～

真
庭
市
江
川
字
平
組
藤
四
郎
一
二
四
三
番
一
地

先
か
ら

新

一
九
一
・
〇

四
九
・
〇

真
庭
市
江
川
字
畑
山
一
二
五
九
番
一
地
先
ま
で

二
四
・
〇
～

真
庭
市
江
川
字
平
組
藤
四
郎
一
二
四
三
番
一
地

先
か
ら

旧

一
九
一
・
〇

四
九
・
〇

真
庭
市
江
川
字
畑
山
一
二
五
九
番
一
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

岡
山
赤
穂
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

令和２年１２月１８日　岡山県公報　第１２２５４号



六
・
五
～

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
下
二
七
番
五
地
先
か
ら

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
堂
ケ
畑
七
五
番
一
地
先

五
五
四
・
〇

九
・
八

ま
で

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
下
二
七
番
五
地
先
か
ら

新

九
・
五
～

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
弥
六
ケ
市
一
二
三
番
五

地
先
を
経
て

五
〇
〇
・
〇

二
〇
・
一

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
堂
ケ
畑
七
五
番
一
地
先

ま
で

六
・
五
～

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
下
二
七
番
五
地
先
か
ら

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
堂
ケ
畑
七
五
番
一
地
先

旧

五
五
四
・
〇

九
・
八

ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

岡
山
赤
穂
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
堂
ケ
畑
七
五
番
一
地
先

新

一
一
五
・
〇

か
ら

一
四
・
二
～

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
東
野
五
六
番
二
一
地
先

一
八
・
二

ま
で

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
堂
ケ
畑
七
五
番
一
地
先

旧

一
一
五
・
〇

か
ら

八
・
〇
～

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
東
野
五
六
番
二
一
地
先

一
一
・
六

令和２年１２月１８日　岡山県公報　第１２２５４号



ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

岡
山
赤
穂
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
東
野
五
六
番
二
一
地
先

六
三
一
・
〇

か
ら

六
・
〇
～

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
古
川
一
七
五
六
番
七
地

二
〇
・
七

先
ま
で

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
東
野
五
六
番
二
一
地
先

新

か
ら

五
二
五
・
〇

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
与
志
留
一
七
三
二
番
一

一
〇
・
七
～

地
先
を
経
て

二
二
・
五

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
古
川
一
七
五
六
番
七
地

先
ま
で

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
東
野
五
六
番
二
一
地
先

旧

六
三
一
・
〇

か
ら

六
・
〇
～

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
古
川
一
七
五
六
番
七
地

二
〇
・
七

先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
五
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

岡
山
吉
井
線

赤
磐
市
町
苅
田
字
西
脇
二
九
〇
番
二
地
先
か
ら

令
和
二
年
十

赤
磐
市
町
苅
田
字
才
ノ
元
三
一
八
番
二
地
先
ま
で

二
月
十
八
日

神
代
勝
山
線

真
庭
市
本
郷
字
杉
ケ
乢
四
一
七
番
地
先
か
ら

真
庭
市
本
郷
字
昼
馬
場
四
七
二
番
一
地
先
ま
で

一
般
国

一
八
一
号

真
庭
市
江
川
字
平
組
藤
四
郎
一
二
四
三
番
一
地
先
か

道

ら真
庭
市
江
川
字
畑
山
一
二
五
九
番
一
地
先
ま
で

県
道

岡
山
赤
穂
線

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
下
二
七
番
五
地
先
か
ら

令
和
二
年
十

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
弥
六
ケ
市
一
二
三
番
五
地
先

二
月
二
十
一

）

を
経
て

日(

十
五
時

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
堂
ケ
畑
七
五
番
一
地
先
ま
で

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
堂
ケ
畑
七
五
番
一
地
先
か
ら

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
東
野
五
六
番
二
一
地
先
ま
で

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
東
野
五
六
番
二
一
地
先
か
ら
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和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
与
志
留
一
七
三
二
番
一
地
先

を
経
て

和
気
郡
和
気
町
藤
野
字
古
川
一
七
五
六
番
七
地
先
ま

で
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〔
五
六
〇
〕
岡
山
県
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
奨
励
品
種
等
選
定
要
綱
（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日
付
け

）

、

、

農
産
第
一
二
六
六
号
農
林
水
産
部
長
通
知

に
基
づ
き

次
の
と
お
り
地
域
適
応
優
良
品
種
を
選
定
し

及
び
地
域
適
応
優
良
品
種
を
廃
止
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

選
定
し
た
地
域
適
応
優
良
品
種

農
作
物
の
種
類

品
種
の
名
称

二
条
大
麦

サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン

二

廃
止
し
た
地
域
適
応
優
良
品
種

農
作
物
の
種
類

品
種
の
名
称

二
条
大
麦

ミ
ハ
ル
ゴ
ー
ル
ド

三

選
定
及
び
廃
止
の
年
月
日

令
和
二
年
十
二
月
十
日
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〔

〕

（

）

、

五
六
一

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

児
島
湾
七
区
土
地
改
良
区

二

認
可
年
月
日

令
和
二
年
十
二
月
九
日
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〔
五
六
二
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

地
区
名

赤
磐
地
区

由
津
里
工
区

二

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書

三

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
令
和
三
年
一
月
十
四
日
ま
で

四

縦
覧
の
場
所

赤
磐
市
役
所
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〔
五
六
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

地
区
名

矢
掛
地
区

西
三
成
工
区

二

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書

三

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
令
和
三
年
一
月
十
四
日
ま
で

四

縦
覧
の
場
所

矢
掛
町
役
場
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〔
五
六
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
高
木
四
四
四

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
北
溝
手
四
二
八

一
一

－

横
辻

博
也

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
七
五
号
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〔
五
六
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
新
本
字
宮
ノ
端
九
四
七
〇

三

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
北
区
西
山
内
七
〇

三

－

大
月

正
明

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
六
八
号
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
十
号

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

佐

藤

一

雄

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
十
一
号
中
「
イ
に
お
い
て
「
子
」
と
い
う

」
を
「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

。
）

「
義
務
教
育
終
了
前
の
子
」
と
い
う

）
若
し
く
は
職
員
の
養
育
し
て
い
る
満
十
八
歳
に
達
す
る
日
以

。

後
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
子
（
障
害
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
障
害
の

あ
る
子
」
と
い
う

（
イ
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
「
子
」
と
い
う

）
が
一
人
ず
つ
あ
る
と
き
又
は
義
務

。
）

。

教
育
終
了
前
の
子
」
に

「
六
日

」
を
「
六
日
、
障
害
の
あ
る
子
又
は
」
に
改
め
る
。

、

、

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
七
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
十
一
号
中
「
イ
に
お
い
て
「
子
」
と
い
う

」
を
「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

。
）

「
義
務
教
育
終
了
前
の
子
」
と
い
う

）
若
し
く
は
職
員
の
養
育
し
て
い
る
満
十
八
歳
に
達
す
る
日
以

。

後
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
子
（
障
害
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
障
害
の

あ
る
子
」
と
い
う

（
イ
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
「
子
」
と
い
う

）
が
一
人
ず
つ
あ
る
と
き
又
は
義
務

。
）

。

教
育
終
了
前
の
子
」
に

「
六
日

」
を
「
六
日
、
障
害
の
あ
る
子
又
は
」
に
改
め
る
。

、

、

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号

岡
山
県
放
置
違
反
金
の
納
付
命
令
及
び
徴
収
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

岡
山
県
放
置
違
反
金
の
納
付
命
令
及
び
徴
収
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
放
置
違
反
金
の
納
付
命
令
及
び
徴
収
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
岡
山
県
公
安
委
員
会

規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
特
例
基
準
割
合
（
当
該
年
の
前
年
に
」
を
「
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
（
平

均
貸
付
割
合
（
」
に

「
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
割
合
」
を
「
に
規
定
す
る
平
均
貸
付
割
合
を
い

、

う

」
に

「
特
例
基
準
割
合
に
」
を
「
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
に
」
に
改
め
る
。

。
）

、
附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
延
滞
金
の
う
ち
令
和
三
年
一
月
一

日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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